平和マラソン、ランナーサポーター１６５人

大阪城公園に８コースが勢ぞろい！！
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７月６日（日）第２７回関西網の目・反核平和マラソン大会は、府下７コースから大阪城公園をめざして早朝よりスタートしました。

大阪の南方面から岸和田コース（４０ｋｍ）は、午前７時に岸和田市役所前から１４名のランナーが手書きのゼッケンや「核兵器、廃絶」と書いたピンクのゼッケンをつけて、市役所関係者や議員、民主団体の人々の激励を受けて元気に走りだして行きました。
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北方面からは、北摂コース（３６ｋｍ）が島本町阪急水無瀬駅から１９名がスタートをしました。ここでも町代表より挨拶を受けて、高槻市役所を目指して元気に走って行きました。

高槻市役所前では、国民平和行進の一行とエールの交換をして、多勢の市民に見送られてのスタートとなりました。

この日は、気温が３３度、堺地区では３５度の中を、途中役所に立ち寄り給水をしながらの激走となりました。

また、奈良王寺コースは、王寺アリーナ前から８時に２７名で出発し、大阪柏原市役所で休憩を取り、一路長居公園を目指しました。
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枚方コースは、午前９時に枚方市役所より枚方市長室長の舟木 一弥さん１０名の市民に見送られて、１１名のランナーが元気にスタートしました。

平和マラソンコースの中で一番多勢になる長居公園には、住吉コース、奈良王寺コース、河内長野コース、堺コース、岸和田コースの５コースが１１時に集まり、１００人近いランナーとスタッフ、宣伝カー、伴走車が帯同して大阪城公園を目指しました。

生野区役所でトイレ休憩などして、区役所の親切な案内にランナー達も大変気分良くしたと感想が寄せられていました。
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各コースとも、宣伝カーを出して「反核平和」「九条を守れ」を沿道の人々や車の人々にアピールして、途中見守る市民から「頑張れよ」の声援が飛び交う中、大阪城公園にゴールし、公園で待機し、準備していたウォーキングクラブの人達の冷やし麦茶や冷やしトマトの接待を受け、全員が完走した喜びを笑見であらわしての閉会集会となりました。

各コース代表のあいさつと「平和宣言」を全員の拍手で確認し、猛暑の中の平和マラソンは、無事終了しました。

今年も府下２６市町の自治体首長からのメッセージを受けました。

また、５市、町、議会、８労組から協賛金やコース中継所でスイカ、冷茶などの差し入れを受け、心強い応援に喜んでいました。

平和マラソンから被爆者援護の募金を１１，３００円させていただきました。
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